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種　　別

陸　上　自　衛　隊　朝　霞　駐　屯　地　業　務　隊

縮　　尺 ―

仕 様 書

件　　名

９ 秘 密 厳 守 　本作業実施によって知り得た内容に関して漏洩してはならない。

発 生 材１０

　金属類発生材は、計量し関係書類提出後、監督官の指示する場所に集積する。その

他は全て廃棄物の処理及び清掃に関する法令に基づき処理すること。なお、その結果

を書面（マニュフェストA、B2、D、E表の写し等）にて提出すること。

　作業に使用する電気及び水等は請負業者にて準備すること。

　作業完了に際して作業現場の後片付け及び清掃を行うこと。１１ 後片付け・清掃

電気・水の使用１２

特　記　事　項

細　　部項　　目

行うこと。万が一損傷を与えた場合は受注者の負担で責任をもって復旧すること。

図面番号

２　場　　所：埼玉県新座市無番地　陸上自衛隊朝霞訓練場

２/４

３　概　　要：既設外柵、万年塀撤去・ネットフェンス新設

　本作業で撤去したもののうち金属類発生材は官側の指定する場所（朝霞訓練場内）

　既設外柵を撤去する際は、既存部分に損傷を与えないよう十分に注意して作業を

まで運搬すること。

すること。

　新設外柵の設置位置については監督官とよく協議の上進めること。

　使用材料については仕様書記載の製品と同等品以上のものとし、同等品を使用す

撤 　　　去１

　　　　　　　　　※養生、後片付け、運搬、処分、諸作業等を含む。

４　履行期間：契約日～令和９年３月３１日

　敷地内への関係者の立入は日本国籍を有する者とする。
立　　　入６

　作業写真は、作業の着手前・完了及び施工隠蔽となる箇所・主要な作業段階の作

１部を提出すること。

８ 書 類 提 出

７ 業状況・材料検査・その他監督官の指示するものをサービス版サイズで整理し、

　作業に必要な申請及び書類は官側の示す規格様式で作成し納期内に提出すること。

作 業 写 真

与えた場合は、請負者の責任において復旧及び補償すること。

　現場の収まり等により軽微な変更の必要性が生じた時は、監督官と調整しその都

度指示に従うこと。ただし、請負金額・工期等の変更は行わないものとする。

１

項　　目 細　　部

一　般　共　通　事　項

復旧・補償３

軽微な変更２

使 用 材 料４

協　　議 　本仕様書及び図面に疑似が生じた場合には、監督官と協議を行い指示に従うこと。

努めること。また、危険性のある場所には、危険標示等の処置を行うこと。
現 場 管 理５

　作業実施に際して、隊員及び部外者等に障害等を与えた場合又は施設等に損傷を

　作業現場及び許可された場所以外への無断立入り等は厳禁とする。

　使用材料は仮設材を除き全て新品とし、監督官の検査を受け合格したものを使用する。

　請負業者は現場代理人等を指定し、関係法令に基づき現場の管理を行い、防災に

　　　　　　　工事編）」（現行版）による。

仕様書

　既設外柵撤去前に仮設フェンスを施工箇所分設置し侵入防止措置を講ずること。

なお、仮設フェンスはＢ型バリケードを基準（高さ１．８ｍ以上のもの）とする。

細部設置要領は監督官と協議すること。

整した場合はこの限りではない。

る場合、既存と同等の規格と判別できる書類を事前に官側へ提出し承認を得ること。

１　件　　名：訓練場北側外柵更新工事

訓練場北側外柵更新工事

る。また、工事の施工にあたっては、近隣住民の生活環境に十分配慮し、騒音、振動、

粉じん等による影響を極力低減するものとする。

を確認した上で作業完了とする。

本　作　業２

　本工事における機能補償を自然災害を除き作業完了後１箇年とする。

　本工事終了後、隣接する敷地の所有者との合同完了検査を実施し、問題ないこと

　工事開始前に近隣住民へ工事内容を周知することとし、細部は監督官の指示によ

　本工事において、作業員は日本国籍を有する作業員とすること。

　本図面は参考とし、仕様書に記載がなく工事に必要な材料等は請負業者にて準備

　工事時間は平日８時３０分～１７時１５分までとする。ただし、監督官と事前調

　工事にあたり事前に現地調査を行い現地の状態をよく確認した上で作業すること。

５　一般事項：本工事は、本特記仕様書によるほか国土交通省制定「公共建築工事標準仕様書（建築
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